
同窓会事務局より

駿河台大学同窓会ホームページ　http://www.surugadai.ac.jp/dousou/index.html

発行：駿河台大学同窓会事務局
〒357-8555 埼玉県飯能市阿須698
☎042-972-1101
dousou@surugadai.ac.jp

駿河台大学同窓会報

2018.4.1
VOL.34

　2018年度同窓会総会・懇親会の開催をご案内します。今年は、母校を
会場にしての開催となります。総会では、昨年度同窓会事業内容及び決
算を報告し、今年度の事業計画及び予算案等を審議します。
　また、当日は、オープンキャンパスで活躍中の学生スタッフによる「キ
ャンパスツアー」も予定しています。
　総会終了後は、会場を飯能駅ビルにある「ホテル・ヘリテイジ飯能
sta.」に移し懇親会を開催します。懐かしい同窓の仲間や先生との再会
を楽しんでいただく立食パーティーです。また、小さなお子様向けにキ
ッズスペースもご用意しますので、是非お気軽にご参加ください。

　開催日：2018年５月19日（土）
　　　　　＜総　会＞ 14：00～　　＜懇親会＞ 17：00～
　　　　　 13：00よりキャンパスツアーを実施いたします。参加

ご希望の方は第二講義棟1階エントランスにお集まりく
ださい。

　場　所：＜総　会＞ 駿河台大学 第二講義棟14階会議室
　　　　　＜懇親会＞ ホテル・ヘリテイジ飯能sta.
　　　　　　　　　　６階「ヘリテイジホール」

　会　費：無料

　その他詳細は、同封した「開催案内書」をご覧ください。

～遠方からお越しになられる方へ～

　ご希望があれば、懇親会場のホテル・ヘリテイジ飯能sta.に宿泊
できます。同窓会で、宿泊費の一部を負担いたします。詳細は、別
紙「同窓会総会・懇親会開催のご案内」をご参照ください。

　2017年10月28日（土）・29日（日）、第31回駿輝祭が開
催されました。28日のホームカミングデーでは、恒例と

なった同窓会・父母会共催の講演会が開催され、元裁判官・国際弁護士で
TBS系列の「ひるおび」にレギュラー出演されている八代英輝先生を講師
に迎え、『知っていると得する法律の豆知識』というテーマでご講演いた
だきました。
　突然やって来て「くらし」を脅かす身近で深刻な消費者トラブルの問題。
知っているようでいて、実はよくわかっていないクーリングオフのしくみ
や、近年、高齢者にその被害が増えている“押し買い”についてなど、知
っていれば泣き寝入りしないで済む法律の豆知識について、パワーポイン
トを使ってとてもわかりやすく解説していただきました。最後の30分は、
質疑応答の時間でしたが、
次々と手が上がり、身の
回りに起きている事柄に
ついて、一度、専門家に
聞いてみたいという皆さ
んの思いが伝わって来ま
した。
　当日は、近隣の方や卒
業生、在学生、ご父母など、
およそ450名の方にご来
場いただき、盛況のうち
に終了しました。

　講演会終了
後、第二講義

棟15階スカイラウンジにて、
同窓会主催の懇親会が開催さ
れました。ホームカミングデ
ーも今年で16回目。最近は
お子さま連れで参加される方
も多く、賑やかな雰囲気の中
で、懐かしい同窓生や教職員
との懇親を楽しんでいただきました。また、駿輝祭の当日は、各方面から
引っ張りだこで大忙しのマスコットキャラクター「しゅんた」も懇親会に
姿を見せ、子供たちとの記念撮影などに応じてくれました。
　次回も、多くの卒業生にお越しいただきたいと思います。お誘い合わせ
の上、是非母校に遊びに来てください！

2018年度 同窓会総会・懇親会のご案内

ホームカミングデー開催報告

【重要】同窓会本部では、卒業生の「人材バンク」機能を構築していくことに取り組んでいます。現役学生に対する講座の講師役や就職座談会などへ
の支援をお願いする際に活用していきたいと考えています。後日、同窓会本部や大学関係者より事前に「人材バンク」への登録可否を伺う連絡が入
る場合がございますので、予めご承知いただくとともに登録にご理解ご協力のほどお願いいたします。

ゴルフＯＢコンペを開催
　平成29年11月12日（日）
に、静岡県の富士国際ゴル
フ倶楽部にて、第39回ゴ
ルフ部OBコンペを開催致
しました。
　向寒の肌寒い気候では
ありましたが晴天に恵ま
れ、卒業生７名、そこに
現役生７名とゴルフ部顧
問の松平先生にも参加を
していただき、合計15名にて相互の懇親を深めることができました。
　現在、ゴルフ部OB会には約90名の卒業生がおります。卒業生相互の
懇親を目的に年２回（春・秋）のゴルフコンペを開催し、さらに現役ゴル
フ部員の有志にも参加をしてもらう事で交流を深めております。仕事の
都合や現住所の関係で参加ができない卒業生も多くおりますが、今後も
ゴルフ部のＯＢ・ＯＧに声をかけ、継続的に開催を行いたいと思います
ので、関係者の皆様には引続きご理解とご協力をいただければ幸甚です。

（吉田将卓　法学部・98年卒）

退職教員のお知らせ
　このたび３月末日をもってご退職された先生方をお知らせします。長い
間大変お世話になりました。
●法学部 半田吉信 教授
●法学部 米山哲夫 教授
●経済経営学部 水尾順一 教授
●経済経営学部 吉住知文 教授
●メディア情報学部 丸山裕孝 教授

●心理学部 角田京子 教授
●心理学部 永作　稔 准教授
●グローバル教育センター 瀧口晴美 講師
●心理カウンセリングセンター 蓑崎浩史 助教

卒業生子女への学費支援
　同窓会では、本学卒業生への還元の一環として、卒業生の子女が母校

（駿河台大学）へ入学する場合に、入学金免除制度（大学制度）に加え、同
窓会から「初年度授業料の半額」を給付しています。給付型奨学金です
ので、返還の義務はありません。
　制度の概要は以下のとおりです。

◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦
⑴�支給要件：以下全ての要件を満たす場合に支給対象とします。 
　①本学同窓会員の子女であること。
　② 駿河台大学が設置する学部に新たに入学する子女であること。ただ

し、編入学及び再入学の場合は当制度の対象としない。
　③ 本学同窓会員が保証人であり、同窓会員又はその配偶者が当該子女

を扶養していること。
⑵�給付額：342,500円 （入学時初年度授業料の半額） 
　※ 入学した初年度に限り給付するもので、継続はありません。
⑶�手続方法：保証人である同窓会員が申請書に必要事項を記入の上、添

付書類を添えて同窓会事務局(学生支援課内)に郵送してください。
⑷提出期間・振込予定日
　提 出 期 間：2018年４月２日（月)～2018年４月27日（金)
　振込予定日：５月末日
　※ ただし、学費等月額納付制度を利用される場合は、振込予定日が別

途対応になります。 
　申請書類等、詳細は同窓会ホームページをご覧ください。

八代英輝先生

無事、次のお仕事
の現場に向かいま
した。

エレベーターに挟
まる「しゅんた」と
駆けつける駿輝祭
実行委員。

2017年度の総会・懇親会

支�部�会�連�絡�先

北海道支部会　上見国敏さん （経済学部・95年卒）
　　　　　　　☎0154-24-3811
新潟支部会　大平一貴さん （経済学部・95年卒）
　　　　　　　☎090-7813-2575
　　　　　　　barohhira26@gmail.com
長野支部会　樋口雄一さん （法学部・93年卒）
　　　　　　　☎090-3276-7929　　
　　　　　　　sundai-nagano@answerwind.com

山梨支部会　塩澤清志さん （法学部・91年卒）
　　　　　　　dousou@surugadai.ac.jp（同窓会事務局宛て）

群馬支部会　桐生　岳さん （法学部・93年卒）
　　　　　　　☎090-8840-6123
　　　　　　　sundai-gunma@answerwind.com
沖縄支部会　崎原正平さん （法学部・09年卒）
　　　　　　　☎080-6491-9979

「しゅんた」と記念撮影

�答辞

メディア情報学部メディア情報学科
　大池　由記 駿台甲府高校出身

 総代

法学部法律学科
　金田　光司 高校卒業程度認定試験
経済経営学部経済経営学科
　竹島　春菜 尚志高校出身
メディア情報学部メディア情報学科
　澤田　真紗美 埼玉県立久喜北陽出身
現代文化学部現代文化学科
　佐藤　友美 飛鳥未来高校出身
現代文化学部現代文化学科
　杉山　友理恵 川越市立川越高校出身

�優秀賞

法学部法律学科
　米山　大貴 日々輝学園高校出身
経済経営学部経済経営学科
　真野　知人 埼玉県立飯能南高校出身
メディア情報学部メディア情報学科
　中島　　寛 岩手県立高田高校出身
現代文化学部現代文化学科
　直井　達也 聖望学園高校出身
心理学部心理学科
　安養　彩花 富山県立志貴野高校出身

�菩提樹賞

法学部法律学科
　伊藤　丈瑠 新潟県立新潟東高校出身
　荻野　翔平 聖望学園高校出身
　馬場　貴大 川越東高校出身
　藤岡　勇樹 三重県立伊賀白鳳高校出身

ご冥福をお祈りいたします
◦ 本学名誉教授  荒井信一 先生におかれては、平成29年10月11日（水）に

ご逝去されました。
　謹んでお知らせいたします。

　別府　菜々 鹿児島市立鹿児島玉龍高校出身
　本多　　剛 聖望学園高校出身
　森　永一郎 東奥義塾高校出身

経済経営学部経済経営学科
　上條　莉穂 豊南高校出身
　桑原　義猛 つくば開成高校出身
　小寺　一輝 埼玉県立春日部東高校出身
　笹原　　颯 高校卒業程度認定試験
　高橋　哲也 新潟県立小出高校出身
　玉那覇　顕之 沖縄県立知念高校出身
　TSEDENJAV TUGULDUR 留学生・モンゴル

メディア情報学部メディア情報学科
　岩佐　悠花 東京都立文京高校出身
　佐々木　直人 東京都立青梅総合高校出身
　松本　郁也 新潟県立村上高校出身
　森　　晴哉 埼玉県立熊谷工業高校出身
　森田　陽祐 埼玉県立川越工業高校出身

現代文化学部現代文化学科
　新井　千絵 埼玉県立鶴ケ島清風高校出身
　笠原　　衛 佐野日本大学高校出身
　菅野　理沙 宮城県仙台二華高校出身
　GEGENSIQIN 留学生・中国
　笹川　春香 新潟県立巻高校出身
　竹内　瑞恵 群馬県立前橋西高校出身

心理学部心理学科
　安藤　沙耶香 東京都立東大和南高校出身
　大島　琴音 埼玉県立上尾南高校出身
　髙橋　佳那 神奈川県立生田高校出身
　宝田　みのり 東京都立板橋高校出身
　藤枝　佳澄 埼玉県立飯能南高校出身

2017年度 答辞・総代・各賞受賞者
講演会 懇親会

同窓会総会・懇親会

�特別賞

経済経営学部経済経営学科
　樫村　遼一 埼玉県立大宮中央高校出身
　小林　一成 埼玉県立飯能南高校出身
　佐藤　佑紀 秋田県立角館南高校／現・秋田県立角館高校出身

　関口　正隆 宮城県泉松陵高校出身
　坪井　　翔 星槎国際高校出身
　當眞　香苗 沖縄県立宮古高校出身
　伏見　　亮 東京学館高校出身

メディア情報学部メディア情報学科
　澤田　真紗美 埼玉県立久喜北陽高校出身
　治郎丸　一輝 東京都立桜町高校出身
　鈴木　純一 東京都立羽村高校出身
　野口　将吾 前橋育英高校出身
　山澤　　健 埼玉県立浦和東高校出身

現代文化学部現代文化学科
　井川　崇志 福井県立金津高校出身
　石井　望仁 岐阜県立岐阜各務野高校出身
　笹川　春香 新潟県立巻高校出身
　清水　勇登 静岡県立下田高校出身
　高山　裕昭 埼玉栄高校出身
　蔦谷　隆也 堀越高校出身
　飛田　理希 埼玉県立深谷高校出身
　中川　滋貴 豊川高校出身
　米山　千春 埼玉県立飯能高校出身

心理学部心理学科
　安養　彩花 富山県立志貴野高校出身
　川本　想太朗 東京都立八王子桑志高校出身

　高野　未来 さくら国際高校出身
　竹内　柊馬 東京都立久留米西高校出身
　照屋　奈留美 沖縄県立知念高校出身

３月18日（日）に第28回「学位記授与式」が執り行われました。



　本年度も「卒業生との交流会」
を春・秋両学期で開催いたしま
した。本イベントは複数の卒業
生を大学にお招きし、在学生と
座談会でフリートークを行うも
のです。同じ大学の先輩が社会
でどのような仕事をし、活躍しているのかを知り、学生生活をいかに有
意義なものにしていくかを考える機会として評判のイベントで、今年で
３年目を迎えました。
　春学期は７月６日（木）に開催、卒業後３～５年程度の卒業生10名にお
集まりいただきました。警視庁、東京消防庁、飯能市役所にお勤めの公
務員の方々、民間企業からは不動産、スーツ販売、番組制作といった業
界に加え、卒業後３年で飲食店を複数店舗経営されている方など、幅広
い分野から個性豊かな卒業生にご参加いただきました。在学生にはキャ
リア教育科目との連携でイベント広報を行ったこともあり、座談会の定
員200名分はあっという間に満席、計３回の座談会で600名近い参加者
となりました。会場を見た卒業生からは「こんなに学生が集まるとは思
わなかった！」という驚嘆の声があがり、座談会が始まると立ち上がっ

て熱弁を振るう卒業生とそれに
応える在学生で、終始賑やかな
一日となりました。「社会人の
リアルな話が聞けた」「相手が
卒業生なので気軽に話ができ
た」と、在学生もこれからの進
路に対して前向きなイメージを
抱けた様子でした。

　秋学期は11月30日（木）に開催、「新卒採用関係者（駿大ＯＢ・ＯＧ）に
聞く、就活必勝法！」というテーマで、新卒採用業務に携わっている方、
携わっていた方、もしくは企業への就職支援業務に携わっている卒業生
を対象に、計11名をお招きしました。経済学部１期生の方から卒業後間
もないリクルーターの方まで、年代の幅も広く、業種も様々な卒業生が、
参加した30名ほどの在学生と各教室で座談会を行いました。春学期と比
べて参加者が少なかったものの、その分お互いにコミュニケーションの
取りやすい“相談会”といった雰囲気で、和やかに話ができたようです。
在学生からは「卒業生が親身になって相談に乗ってくれた」「いろいろな
質問ができ、これからの就職活動の視野が広がった」という感想が寄せ
られました。就職活動のテクニックやノウハウはさておき、世の中の業
種や職種、さらにはその仕事のやりがいを知る良い機会となったようで
す。参加した卒業生も「関連職種の方々と情報交換できて有意義だった」

「卒業以来の大学訪問でとても懐かしかった！」と、喜んでいただけたよ
うでした。

　本年度のイベントにご参加いただいた卒業生の皆さまをはじめ、ご後
援いただいた本学同窓会に深く御礼申し上げます。今後も学生の進路選
択に役立つイベントを企画・運営していきたいと存じますので、引き続
きご支援・ご協力のほどお願い申し上げます。

　2016年度卒業生から大学への卒業記念として、超音波治療器と低周波
治療器を贈呈しました。このたび、陸上競技部から使用報告が届きまし
たので、ご紹介します。

超音波治療器及び低周波治療器の使用報告
　同窓会の皆様に今年購入していただきまし
た、超音波治療器と低周波治療器の使用報告を
させて頂きます。
　改めて、機械の説明をさせて頂きますと、超
音波治療器とは１秒間に100万回～300万回に
及ぶ振動を体内に伝達させ、深部温熱やマッサ
ージ効果を狙うものになります。よく売られて
いる美顔用の超音波と原理は一緒です。ただし、
今回寄付していただいた物は、その精度が高く
主に整形外科や治療院で使用されているモデル
になります。伊藤超短波製UST770という製品
です。先ほど説明した温熱モードに加え、
LIPUSモードというモードが附属してついて
おります。LIPUSモードとは、超音波を断続的
に加えることによって組織の修復を促すモード
で、靭帯や骨折などの急性期の治療を促進する
モードになります。この２つのモードが合わさ
ることにより、筋肉の怪我だけでなく、捻挫や
骨折などの怪我にも対応できるようになりまし
た。現在、部活では肉離れや捻挫、疲労骨折な
どの治療に使っています。また、使い方が簡単
なので１度覚えてしまえば、指導者がいなくて

も自分自身
で治療をす
ることがで
きるというメリットがあります。
　次に、低周波治療器です。こちらも、家電量販店などで販売されてい
るような低周波治療器ではありません。一般的な低周波治療器だと、皮
膚抵抗が強くあまり効果的な電気治療を行えないのですが、今回寄付し
ていただいたものは瞬間的に高電圧を流すことができます。これをHi-
Voltage療法といい、皮膚抵抗を最小限に抑え、刺激の少ない状態で深
部に電気を流すことができます。こちらの低周波治療器の目的は、除痛
です。痛みに対して効果を発揮します。こちらもトップアスリートをは
じめ、多くの整形外科や接骨院に導入されています。こちらも使い方を
覚えてしまえば、ひとりで使用することが可能です。
　最後になりますが、この度は超音波治療器および低周波治療器をご寄
付いただきありがとうございました。学生たちは、駿河台大学をスポー
ツで盛り上げたいという思いを胸に日々練習に打ち込んでおります。限
界ギリギリの練習をしている中で、怪我をしてしまう学生もおります。
その時にこれらの機械を有効に活用し、怪我や疲労を早期に回復させ、
更に高みへと登って行ければと思います。今後
共、ご支援ご協力の程、宜しくお願い申し上げ
ます。
　　 （陸上競技部　コンディショニングコーチ
　　　　　　　　　　　　　　　　　宮澤 葵）

　12月９日（土）沖縄県那覇市のホテルロイヤルオリオンにおいて、沖縄支部会が開催され
ました。当日は、15時からの支部会で大学及び同窓会の近況活動が報告され、16時からは、
同じホテルで同時開催されていました父母会との合同懇親会が催されました。懇親会では、
学長を始めとする先生方との歓談にも花が咲き、総勢50名の賑やかな宴の時となりました。
　また、駿河台大学同窓会支部規約に基づき、崎原正平さん（09年法学部卒）を支部長とす
る駿河台大学同窓会沖縄支部が2018年４月１日付で発足しました。今後は、世代を超え
た同窓生が一堂に会して、沖縄支部を盛り上げていくことと思われます。

　10月28日（土）、29日（日）の２日間にわたり、第31回駿輝祭が開催されました。駿輝祭
における学内展示・ゼミ発表を促進する目的も兼ね、毎年優れた展示や発表内容に対し「理
事長賞」「学長賞」「同窓会長賞」の表彰が行われています。「同窓会長賞」は、駿輝祭当日
に、お越しいただいた同窓会員の方々に審査（投票）していただいた結果により決定してい
ます。また、今年度は「奨励賞」が新設され、サークル・団体も選考の対象となりました。
今回の受賞団体は以下のとおりです。

賞 団　　体 展　示　内　容

理 事 長 賞 古曵ゼミ　（心理学部）
犯罪被害者心理：犯罪被害者の方々の心理、
支援の歴史や現状などについて紹介。

学　長　賞 法律相談部（法律相談）
模擬裁判「罪のゆくえ第４話～消えた記憶」
： 入場者全員が裁判員となり、入場者の一票

が罪のゆくえを決める模擬裁判。

同窓会長賞
平井ゼミ　
　　　（現代文化学部）

ゼミ活動の報告・小物販売：ゼミ活動で行っ
ている「駿大版ダッシュ村」の報告・展示・小
物販売。

奨　励　賞 アトリエ　（創作活動） 作品の展示

文芸部　　（創作活動） 部誌・グッズの販売

　２月９日から25日に開催された平昌オリンピックでは、本学同窓生の清水徹郎選手（経済学部 
10年卒）が所属する「SC軽井沢クラブ」が、カーリング男子日本代表として出場しました。清水
選手は、サードとして活躍し、準決勝進出は逃したものの、ラウンドロビンセッション（予選）では、
金メダルのアメリカやランキング上位のノルウェーに勝利するなど接戦を繰り広げ、最終的には
４勝５敗の８位入賞となりました。これからも「SC軽井沢クラブ」の挑戦は続きます。引き続き、
みなさんの応援をよろしくお願いします。

　春休みに入った連休明けの2018年２月13
日（火）に、メディア情報学部卒業生３名をお

招きし、本学のＡＶホールにて「就職活動出陣式」を行いました。今回
の出陣式では、これから就職活動に取り組むメディア情報学部３年次生
を対象に、各方面で活躍中の卒業生に就職活動の体験談、現在の仕事の
内容や、仕事に対する思いなどを語っていただきました。企画の目的は、
何といっても来年度卒業のメディア情報学部の就職希望者全員が内定を
勝ち取るためのスタートダッシュを決めることです。就活に悩みや不安
を感じている後輩たちに、「就職活動は、色々考えすぎずにまずは就職セ
ミナーに足を運ぶこと、つまりやってみることが大事だ」と３人とも優
しくアドバイスをしてくださいました。
　新井克明さん（2000年３月卒）は、不動産業界のお仕事や本学の非常勤
講師をされており、「社会人の第一歩としては社員として働いてほしい」
と話されました。
　榎本駿さん（2016年３月卒）は、ブライダル業界で企画や映像制作のお
仕事に携わっており、「自分は何がしたいのかをちゃんと分析してほしい」
と話されました。
　田中麗奈さん（2017年３月卒）
は、日本テレビ系番組制作のAD
のお仕事をされており、担当番
組のロケや制作裏話など、制作
課程の大変さや楽しさをお話く
ださいました。
　社会人というお立場から様々
な視点で就職に関する貴重なお
話を聞かせてくださり、参加者
全員にとってとても有意義な時
間となりました。 （メディア情報学部 准教授　金　基弘）

心理学部 　
11月22日（水）の学部Dayにおいて、心理学部では、

「学部DAY 心理学部３年次生対象企画 先輩 社会人交
流会」と題して、社会人並びに内定を得た４年次生と３年次生との交流
会を開催しました。この交流会は、まもなく就活に向かう３年次生に、「働
くこと」、「働く上で大事なこと」、「就活で気をつけること」など、気に
なっていること、不安に思っていることなどを、先輩・社会人にざっく
ばらんに話し、質問することにより、就活並びに社会人生活に向けて、「心
の準備」を整えてもらおうというものです。この交流会は、３回目ですが、
過去最多の53人の３年次生が参加しました。
　交流相手の社会人には、飯能の企業家・若生忠彦様、経済学部卒の高
倉元明様、現代文化学部卒の高山梨紗様、心理学部卒の青木悠貴様の４
人をお迎えし、４年次生には９人の協力を得ました。また、今年度は、
同窓会の支援により、社会人の皆様に謝礼をお出しすることができまし
た。ご支援に感謝申し上げます。
　大学会館３階において、13時30分から、交流会を開始し、まず、企画
担当の佐古が「姿勢・社会人マナーの指導」を行いました。その後、３
年次生には、予め指定した８グループに分かれて、社会人・４年次生と
それぞれ交代に２回ずつ４回交流してもらい（20分２回、15分２回）、最
後にフリーセッションを20分設けました。
　始めは、緊張もあったのか、あまり３年次生の声が聞こえてこなかっ
たのですが、回を重ねるごとに馴れてきたのか、次第に活気に満ちた交
流会へとなっていきました。４年次生からは、就活のテクニックや実際
の面接内容など、社会人からは、どんな学生を採用するか、どんな社員
が評価されるかなど、体験に基づいた具体的なお話しが披露され、３年
次生は、熱心に耳を傾け、質問をしていました。
　３年次生には交流内容を用紙に記入してもらい、交流会後に回収しま
したが、その内容を見る限り、３年次生はそれぞれ多くのものを得たよ
うで、就活に向けていい機会に
なったという声も数多く見受け
られました。その用紙は、ゼミ
の担当教員に内容を確認いただ
いた上で、本人に返却し、交流
会の振り返り、ゼミでの就活指
導にも活用してもらっています。
　　（心理学部 教授　佐古年穂）
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　春休みに入った連休明けの2018年２月13
日（火）に、メディア情報学部卒業生３名をお

招きし、本学のＡＶホールにて「就職活動出陣式」を行いました。今回
の出陣式では、これから就職活動に取り組むメディア情報学部３年次生
を対象に、各方面で活躍中の卒業生に就職活動の体験談、現在の仕事の
内容や、仕事に対する思いなどを語っていただきました。企画の目的は、
何といっても来年度卒業のメディア情報学部の就職希望者全員が内定を
勝ち取るためのスタートダッシュを決めることです。就活に悩みや不安
を感じている後輩たちに、「就職活動は、色々考えすぎずにまずは就職セ
ミナーに足を運ぶこと、つまりやってみることが大事だ」と３人とも優
しくアドバイスをしてくださいました。
　新井克明さん（2000年３月卒）は、不動産業界のお仕事や本学の非常勤
講師をされており、「社会人の第一歩としては社員として働いてほしい」
と話されました。
　榎本駿さん（2016年３月卒）は、ブライダル業界で企画や映像制作のお
仕事に携わっており、「自分は何がしたいのかをちゃんと分析してほしい」
と話されました。
　田中麗奈さん（2017年３月卒）
は、日本テレビ系番組制作のAD
のお仕事をされており、担当番
組のロケや制作裏話など、制作
課程の大変さや楽しさをお話く
ださいました。
　社会人というお立場から様々
な視点で就職に関する貴重なお
話を聞かせてくださり、参加者
全員にとってとても有意義な時
間となりました。 （メディア情報学部 准教授　金　基弘）

心理学部 　
11月22日（水）の学部Dayにおいて、心理学部では、

「学部DAY 心理学部３年次生対象企画 先輩 社会人交
流会」と題して、社会人並びに内定を得た４年次生と３年次生との交流
会を開催しました。この交流会は、まもなく就活に向かう３年次生に、「働
くこと」、「働く上で大事なこと」、「就活で気をつけること」など、気に
なっていること、不安に思っていることなどを、先輩・社会人にざっく
ばらんに話し、質問することにより、就活並びに社会人生活に向けて、「心
の準備」を整えてもらおうというものです。この交流会は、３回目ですが、
過去最多の53人の３年次生が参加しました。
　交流相手の社会人には、飯能の企業家・若生忠彦様、経済学部卒の高
倉元明様、現代文化学部卒の高山梨紗様、心理学部卒の青木悠貴様の４
人をお迎えし、４年次生には９人の協力を得ました。また、今年度は、
同窓会の支援により、社会人の皆様に謝礼をお出しすることができまし
た。ご支援に感謝申し上げます。
　大学会館３階において、13時30分から、交流会を開始し、まず、企画
担当の佐古が「姿勢・社会人マナーの指導」を行いました。その後、３
年次生には、予め指定した８グループに分かれて、社会人・４年次生と
それぞれ交代に２回ずつ４回交流してもらい（20分２回、15分２回）、最
後にフリーセッションを20分設けました。
　始めは、緊張もあったのか、あまり３年次生の声が聞こえてこなかっ
たのですが、回を重ねるごとに馴れてきたのか、次第に活気に満ちた交
流会へとなっていきました。４年次生からは、就活のテクニックや実際
の面接内容など、社会人からは、どんな学生を採用するか、どんな社員
が評価されるかなど、体験に基づいた具体的なお話しが披露され、３年
次生は、熱心に耳を傾け、質問をしていました。
　３年次生には交流内容を用紙に記入してもらい、交流会後に回収しま
したが、その内容を見る限り、３年次生はそれぞれ多くのものを得たよ
うで、就活に向けていい機会に
なったという声も数多く見受け
られました。その用紙は、ゼミ
の担当教員に内容を確認いただ
いた上で、本人に返却し、交流
会の振り返り、ゼミでの就活指
導にも活用してもらっています。
　　（心理学部 教授　佐古年穂）

卒業記念品を贈呈しました

平昌オリンピックに同窓生が出場しました

沖縄支部会が開催されました

駿輝祭表彰 同窓会長賞

「卒業生との交流会 2017」～社会で活躍する駿大OB・OGとの座談会～同窓会後援

メディア情報学部キャリアセンター

右から榎本駿さん ㈱シネマティックデイズ、
新井克明さん ㈱サンエイホーム、
田中麗奈さん  ㈱日企

陸上競技部・若山選手（現代
文化学部）が超音波を使用し
ている様子。もも裏のケアを
しにくい部分にも対応可能。

合宿の宿泊先で使用してい
る様子。持ち運びが便利な
アタッシュケース付きです。

低周波治療器を使用する、若林選手（現代文化学部）。
昨年の400ｍ学生チャンピオンもセルフケアで使用し
ています。こちらも超音波同様ケース付きで、遠征な
どにも対応できます。

中島同窓会長と平井ゼミの皆さん

伊藤超短波UST770。タッチパネ
ルで操作がしやすい。画面の右側
が温熱モード、左側がLIPUSモー
ド。それぞれ独立して操作するこ
とができます。

酒井医療製PHYSIOACTIVE（低周波治療器）。
タッチパネル式で2局使用可能。充電式で4時間
使用可能。手のひらサイズで持ち運びに便利です。

<卒業記念品>
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　2018年度同窓会総会・懇親会の開催をご案内します。今年は、母校を
会場にしての開催となります。総会では、昨年度同窓会事業内容及び決
算を報告し、今年度の事業計画及び予算案等を審議します。
　また、当日は、オープンキャンパスで活躍中の学生スタッフによる「キ
ャンパスツアー」も予定しています。
　総会終了後は、会場を飯能駅ビルにある「ホテル・ヘリテイジ飯能
sta.」に移し懇親会を開催します。懐かしい同窓の仲間や先生との再会
を楽しんでいただく立食パーティーです。また、小さなお子様向けにキ
ッズスペースもご用意しますので、是非お気軽にご参加ください。

　開催日：2018年５月19日（土）
　　　　　＜総　会＞ 14：00～　　＜懇親会＞ 17：00～
　　　　　 13：00よりキャンパスツアーを実施いたします。参加

ご希望の方は第二講義棟1階エントランスにお集まりく
ださい。

　場　所：＜総　会＞ 駿河台大学 第二講義棟14階会議室
　　　　　＜懇親会＞ ホテル・ヘリテイジ飯能sta.
　　　　　　　　　　６階「ヘリテイジホール」

　会　費：無料

　その他詳細は、同封した「開催案内書」をご覧ください。

～遠方からお越しになられる方へ～

　ご希望があれば、懇親会場のホテル・ヘリテイジ飯能sta.に宿泊
できます。同窓会で、宿泊費の一部を負担いたします。詳細は、別
紙「同窓会総会・懇親会開催のご案内」をご参照ください。

　2017年10月28日（土）・29日（日）、第31回駿輝祭が開
催されました。28日のホームカミングデーでは、恒例と

なった同窓会・父母会共催の講演会が開催され、元裁判官・国際弁護士で
TBS系列の「ひるおび」にレギュラー出演されている八代英輝先生を講師
に迎え、『知っていると得する法律の豆知識』というテーマでご講演いた
だきました。
　突然やって来て「くらし」を脅かす身近で深刻な消費者トラブルの問題。
知っているようでいて、実はよくわかっていないクーリングオフのしくみ
や、近年、高齢者にその被害が増えている“押し買い”についてなど、知
っていれば泣き寝入りしないで済む法律の豆知識について、パワーポイン
トを使ってとてもわかりやすく解説していただきました。最後の30分は、
質疑応答の時間でしたが、
次々と手が上がり、身の
回りに起きている事柄に
ついて、一度、専門家に
聞いてみたいという皆さ
んの思いが伝わって来ま
した。
　当日は、近隣の方や卒
業生、在学生、ご父母など、
およそ450名の方にご来
場いただき、盛況のうち
に終了しました。

　講演会終了
後、第二講義

棟15階スカイラウンジにて、
同窓会主催の懇親会が開催さ
れました。ホームカミングデ
ーも今年で16回目。最近は
お子さま連れで参加される方
も多く、賑やかな雰囲気の中
で、懐かしい同窓生や教職員
との懇親を楽しんでいただきました。また、駿輝祭の当日は、各方面から
引っ張りだこで大忙しのマスコットキャラクター「しゅんた」も懇親会に
姿を見せ、子供たちとの記念撮影などに応じてくれました。
　次回も、多くの卒業生にお越しいただきたいと思います。お誘い合わせ
の上、是非母校に遊びに来てください！

2018年度 同窓会総会・懇親会のご案内

ホームカミングデー開催報告

【重要】同窓会本部では、卒業生の「人材バンク」機能を構築していくことに取り組んでいます。現役学生に対する講座の講師役や就職座談会などへ
の支援をお願いする際に活用していきたいと考えています。後日、同窓会本部や大学関係者より事前に「人材バンク」への登録可否を伺う連絡が入
る場合がございますので、予めご承知いただくとともに登録にご理解ご協力のほどお願いいたします。

ゴルフＯＢコンペを開催
　平成29年11月12日（日）
に、静岡県の富士国際ゴル
フ倶楽部にて、第39回ゴ
ルフ部OBコンペを開催致
しました。
　向寒の肌寒い気候では
ありましたが晴天に恵ま
れ、卒業生７名、そこに
現役生７名とゴルフ部顧
問の松平先生にも参加を
していただき、合計15名にて相互の懇親を深めることができました。
　現在、ゴルフ部OB会には約90名の卒業生がおります。卒業生相互の
懇親を目的に年２回（春・秋）のゴルフコンペを開催し、さらに現役ゴル
フ部員の有志にも参加をしてもらう事で交流を深めております。仕事の
都合や現住所の関係で参加ができない卒業生も多くおりますが、今後も
ゴルフ部のＯＢ・ＯＧに声をかけ、継続的に開催を行いたいと思います
ので、関係者の皆様には引続きご理解とご協力をいただければ幸甚です。

（吉田将卓　法学部・98年卒）

退職教員のお知らせ
　このたび３月末日をもってご退職された先生方をお知らせします。長い
間大変お世話になりました。
●法学部 半田吉信 教授
●法学部 米山哲夫 教授
●経済経営学部 水尾順一 教授
●経済経営学部 吉住知文 教授
●メディア情報学部 丸山裕孝 教授

●心理学部 角田京子 教授
●心理学部 永作　稔 准教授
●グローバル教育センター 瀧口晴美 講師
●心理カウンセリングセンター 蓑崎浩史 助教

卒業生子女への学費支援
　同窓会では、本学卒業生への還元の一環として、卒業生の子女が母校

（駿河台大学）へ入学する場合に、入学金免除制度（大学制度）に加え、同
窓会から「初年度授業料の半額」を給付しています。給付型奨学金です
ので、返還の義務はありません。
　制度の概要は以下のとおりです。

◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦
⑴�支給要件：以下全ての要件を満たす場合に支給対象とします。 
　①本学同窓会員の子女であること。
　② 駿河台大学が設置する学部に新たに入学する子女であること。ただ

し、編入学及び再入学の場合は当制度の対象としない。
　③ 本学同窓会員が保証人であり、同窓会員又はその配偶者が当該子女

を扶養していること。
⑵�給付額：342,500円 （入学時初年度授業料の半額） 
　※ 入学した初年度に限り給付するもので、継続はありません。
⑶�手続方法：保証人である同窓会員が申請書に必要事項を記入の上、添

付書類を添えて同窓会事務局(学生支援課内)に郵送してください。
⑷提出期間・振込予定日
　提 出 期 間：2018年４月２日（月)～2018年４月27日（金)
　振込予定日：５月末日
　※ ただし、学費等月額納付制度を利用される場合は、振込予定日が別

途対応になります。 
　申請書類等、詳細は同窓会ホームページをご覧ください。

八代英輝先生

無事、次のお仕事
の現場に向かいま
した。

エレベーターに挟
まる「しゅんた」と
駆けつける駿輝祭
実行委員。

2017年度の総会・懇親会

支�部�会�連�絡�先

北海道支部会　上見国敏さん （経済学部・95年卒）
　　　　　　　☎0154-24-3811
新潟支部会　大平一貴さん （経済学部・95年卒）
　　　　　　　☎090-7813-2575
　　　　　　　barohhira26@gmail.com
長野支部会　樋口雄一さん （法学部・93年卒）
　　　　　　　☎090-3276-7929　　
　　　　　　　sundai-nagano@answerwind.com

山梨支部会　塩澤清志さん （法学部・91年卒）
　　　　　　　dousou@surugadai.ac.jp（同窓会事務局宛て）

群馬支部会　桐生　岳さん （法学部・93年卒）
　　　　　　　☎090-8840-6123
　　　　　　　sundai-gunma@answerwind.com
沖縄支部会　崎原正平さん （法学部・09年卒）
　　　　　　　☎080-6491-9979

「しゅんた」と記念撮影

�答辞

メディア情報学部メディア情報学科
　大池　由記 駿台甲府高校出身

 総代

法学部法律学科
　金田　光司 高校卒業程度認定試験
経済経営学部経済経営学科
　竹島　春菜 尚志高校出身
メディア情報学部メディア情報学科
　澤田　真紗美 埼玉県立久喜北陽出身
現代文化学部現代文化学科
　佐藤　友美 飛鳥未来高校出身
現代文化学部現代文化学科
　杉山　友理恵 川越市立川越高校出身

�優秀賞

法学部法律学科
　米山　大貴 日々輝学園高校出身
経済経営学部経済経営学科
　真野　知人 埼玉県立飯能南高校出身
メディア情報学部メディア情報学科
　中島　　寛 岩手県立高田高校出身
現代文化学部現代文化学科
　直井　達也 聖望学園高校出身
心理学部心理学科
　安養　彩花 富山県立志貴野高校出身

�菩提樹賞

法学部法律学科
　伊藤　丈瑠 新潟県立新潟東高校出身
　荻野　翔平 聖望学園高校出身
　馬場　貴大 川越東高校出身
　藤岡　勇樹 三重県立伊賀白鳳高校出身

ご冥福をお祈りいたします
◦ 本学名誉教授  荒井信一 先生におかれては、平成29年10月11日（水）に

ご逝去されました。
　謹んでお知らせいたします。

　別府　菜々 鹿児島市立鹿児島玉龍高校出身
　本多　　剛 聖望学園高校出身
　森　永一郎 東奥義塾高校出身

経済経営学部経済経営学科
　上條　莉穂 豊南高校出身
　桑原　義猛 つくば開成高校出身
　小寺　一輝 埼玉県立春日部東高校出身
　笹原　　颯 高校卒業程度認定試験
　高橋　哲也 新潟県立小出高校出身
　玉那覇　顕之 沖縄県立知念高校出身
　TSEDENJAV TUGULDUR 留学生・モンゴル

メディア情報学部メディア情報学科
　岩佐　悠花 東京都立文京高校出身
　佐々木　直人 東京都立青梅総合高校出身
　松本　郁也 新潟県立村上高校出身
　森　　晴哉 埼玉県立熊谷工業高校出身
　森田　陽祐 埼玉県立川越工業高校出身

現代文化学部現代文化学科
　新井　千絵 埼玉県立鶴ケ島清風高校出身
　笠原　　衛 佐野日本大学高校出身
　菅野　理沙 宮城県仙台二華高校出身
　GEGENSIQIN 留学生・中国
　笹川　春香 新潟県立巻高校出身
　竹内　瑞恵 群馬県立前橋西高校出身

心理学部心理学科
　安藤　沙耶香 東京都立東大和南高校出身
　大島　琴音 埼玉県立上尾南高校出身
　髙橋　佳那 神奈川県立生田高校出身
　宝田　みのり 東京都立板橋高校出身
　藤枝　佳澄 埼玉県立飯能南高校出身

2017年度 答辞・総代・各賞受賞者
講演会 懇親会

同窓会総会・懇親会

�特別賞

経済経営学部経済経営学科
　樫村　遼一 埼玉県立大宮中央高校出身
　小林　一成 埼玉県立飯能南高校出身
　佐藤　佑紀 秋田県立角館南高校／現・秋田県立角館高校出身

　関口　正隆 宮城県泉松陵高校出身
　坪井　　翔 星槎国際高校出身
　當眞　香苗 沖縄県立宮古高校出身
　伏見　　亮 東京学館高校出身

メディア情報学部メディア情報学科
　澤田　真紗美 埼玉県立久喜北陽高校出身
　治郎丸　一輝 東京都立桜町高校出身
　鈴木　純一 東京都立羽村高校出身
　野口　将吾 前橋育英高校出身
　山澤　　健 埼玉県立浦和東高校出身

現代文化学部現代文化学科
　井川　崇志 福井県立金津高校出身
　石井　望仁 岐阜県立岐阜各務野高校出身
　笹川　春香 新潟県立巻高校出身
　清水　勇登 静岡県立下田高校出身
　高山　裕昭 埼玉栄高校出身
　蔦谷　隆也 堀越高校出身
　飛田　理希 埼玉県立深谷高校出身
　中川　滋貴 豊川高校出身
　米山　千春 埼玉県立飯能高校出身

心理学部心理学科
　安養　彩花 富山県立志貴野高校出身
　川本　想太朗 東京都立八王子桑志高校出身

　高野　未来 さくら国際高校出身
　竹内　柊馬 東京都立久留米西高校出身
　照屋　奈留美 沖縄県立知念高校出身

３月18日（日）に第28回「学位記授与式」が執り行われました。


